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自
治
会
か
ら
声
が

　
黒
部
丘
の
日
本
た
ば
こ
産
業

（
JT
）
平
塚
工
場
は
二
〇
一
六
年

三
月
を
も
っ
て
閉
鎖
に
な
り
ま

す
。敷
地
面
積
は
約
九
ヘ
ク
タ
ー

ル
。
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
総
合

公
園
の
三
分
の
一
の
広
さ
で
す
。

　
三
月
、
黒
部
丘
東
部
自
治
会

の
よ
び
か
け
で
高
山
和
義
議
員

は
じ
め
地
元
選
出
の
四
人
の
市

会
議
員
と
自
治
会
の
懇
談
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
自
治
会
か
ら
の
要
望
は
災
害

時
に
対
応
で
き
る
利
用
で
す
。

広
い
敷
地
は
災
害
の
際
、
避
難

場
所
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
仮

設
住
宅
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
敷
地
は
ふ
だ
ん
は
子

ど
も
が
安
心
し
て
遊
ん
だ
り
、

地
域
住
民
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
多
く

の
人
に
歓
迎
さ
れ
ま
す
。

各
地
で
進
む
跡
地
利
用

　
JT
の
撤
退
は
平
塚
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。。
小
田
原
で
は
跡

地
を
イ
オ
ン
が
取
得
し
、
今
年

秋
、
大
型
ス
ー
パ
ー
と
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
が
開
業
の
予
定
で
す
。

　
金
沢
市
は
JT
と
の
合
意
に
よ

り
都
市
計
画
を
決
定
し
、
道
路
、

商
業
施
設
、
住
宅
地
区
に
利
用

し
て
い
ま
す
。

納
得
で
き
な
い
利
用
も

　
し
か
し
、
住
民
の
意
に
沿
わ

な
い
利
用
も
み
ら
れ
ま
す
。
大

阪
府
高
槻
市
で
は
跡
地
に
医
薬

研
究
所
の
建
設
が
計
画
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
遺
伝
子
組
み

換
え
レ
ベ
ル
P3
と
い
う
安
全
性

に
心
配
の
あ
る
施
設
で
あ
っ
た

た
め
、
住
民
か
ら
反
対
運
動
が

起
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
結
局
、

住
民
の
合
意
を
得
な
い
ま
ま
研

究
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

民
営
で
は
あ
っ
て
も

　
JT
は
民
営
に
な
り
ま
し
た
が
、

日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
法

に
よ
る
特
殊
会
社
で
す
。
株
式

の
う
ち
三
分
の
一
以
上
を
政
府

が
所
有
し
、
次
に
大
き
な
株
主

で
も
二
・
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

事
実
上
、
国
が
所
有
す
る
企
業

で
す
。

　
専
売
公
社
の
時
代
、
こ
こ
で

夏
祭
り
が
行
わ
れ
、
体
育
館
、

グ
ラ
ン
ド
も
住
民
が
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

跡地はどうなるの？
撤退した

後
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ま
ず
開
放
し
て
は

　
現
在
、
空
き
地
は
フ
ェ
ン
ス

が
張
ら
れ
、
立
ち
入
り
禁
止
に

な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
の
際
、

避
難
で
き
な
い
状
態
で
す
。
跡

地
利
用
の
計
画
が
で
き
る
ま
で

市
と
JT
で
契
約
を
結
び
、
広
場

と
し
て
市
民
に
開
放
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

住
民
の
声
が
カ
ギ

　
カ
ギ
と
な
る
の
は
地
域
住
民

の
声
で
す
。
計
画
が
先
に
決
め

ら
れ
る
と
、
そ
れ
が
既
成
事
実

と
し
て
進
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
跡
地
は
市
民
の
た
め
に
と

い
う
立
場
か
ら
私
た
ち
の
声
を

上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ス
マ
ホ
か
ら
は

フェンスが張られた空き地

ぼくは運動がしたい。プールで泳いで、サッカー

をするんだ。夏祭りで盆踊りをしてみたい。

サークルで使える部屋や催し物のホールが

あるといいな。産地直売のお店もうれしい。

ドッグランで犬と遊びたい。運営はボランティ

アの人がしてくれるの。

木がいっぱいの自然がいいな。春は花に囲ま

れて、秋は落ち葉を踏みしめて、赤ちゃんと

いっしょに歩きたい。
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